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（２０１８．９．２０） 

 
前月比では増産品目が目立つも前年に対しては稼働率要因、定修規模差から減産品目が多数。 

 

１．生 産 動 向  

イ）エチレン ５１７，２００トン  
 前 月  比    ＋ ４．３％（＋２１，１００トン） 
 前年同月比    ▲ ７．７％（▲４３，１００トン） 

稼働プラントの実質稼働率試算：前月９２．９％→ 当月 ９５．２％ ← 前年同月９５．５％ 
定修プラント：前月 ３社３プラント→ 当月 １社１プラント ← 前年同月 1 社 1 プラント 

 
ロ）主な石油化学製品 

前月比では、定修規模差や稼働率要因から LD、HD、PP、塩ビモノマー、EG、BR、キシレンなど

の１１品目がプラス。PS、SM、EO などの６ 品目は定修規模差等からマイナスとなった。 
前年比では、定修規模の差や稼働率要因から PP、SM、塩ビ樹脂、MMA モノマー、EG、ベンゼン、

キシレンなどの１３品目がマイナス。PS、塩ビモノマーなどの４品目はプラスとなった。 
 

２．樹脂の生産・出荷状況（LD、HD、PP、PS） 
イ）生  産 

前月比では、LD は稼働率要因から、HD、PP は定修規模の差等からプラスとなった。PS は主とし

て稼働率要因からマイナスとなった。 
前年比では、定修規模差と稼働率要因から LD、HD、PP でマイナス。PS のみがプラスとなった。 

ロ）国内出荷 
前月比では、８月の夏季休暇に伴うユーザー側の営業日数の減少もあり、４樹脂揃って例月と比べ

てマイナス幅が大きめとなった。 
前年比では、LD はフィルム分野他、PP は射出成形分野やフィルム分野に加えて繊維関係での出荷

が減少しマイナスとなった。PS は包装分野、FS 分野の出荷が当月は伸びプラスとなった。 
ハ）輸    出 

輸出は、ポリオレフィンでは数量的に低位な状況が続いており、特に LD、HD では近年では最低レ

ベルの輸出量となっている。前月比は LD、PP、PS でプラス、HD はマイナスとなった。 
前年比ではポリオレフィン３樹脂でマイナスとなり、PS のみがプラスとなった。 

ニ）在    庫 
在庫量は、LD、HD、PP、PS の 4 樹脂で増加した。在庫率(季節調整済）は前月に対して LD、HD
で上昇、PP、PS は低下した。在庫水準としては、LD はほぼ適正、HD、PS はやや高め、PP はタ

イト傾向となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 

以 上 

 生産増減に係る諸要因 ＜前 月 比＞ ＜前年同月比＞  
 日数増減 － －  
 定修要因等 ＋ １．７ ％ ▲ ７．４ ％  
 能力増減 － －  

 稼働率変動 ＋  ２．６ ％ ▲  ０．３ ％  

 生産増減率 ＋ ４．３  ％ ▲ ７．７ ％  

 
 

前月対比増減量 
（単位:トン） 

季節調整済在庫率（単位:ヶ月） 
7 月末 8 月末 

L D ＋２７，２００ ３．１ ３．２ 

H D ＋１８，８００ ３．１ ３．４ 

P P ＋３０，７００ ２．９ ２．７ 

P S  ＋ ２，４００ １．７ １．６ 


